
岡崎市長　内田  康宏

岡崎再生

「岡崎に生まれて

　　本当に良かった！」

そう思えるまちづくりを
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高校生世代までの
通院医療費無償化を実施します！
　私が市民の皆さまにお約束した高校生世代の通院医療費無償化を、いよいよ令和9年
4月から実施します。高校生世代は、心身ともに大きく成長する時期であり、思わぬ体
調不良やけがなど、受診が必要な機会も少なくありません。必要なときに、ためらわず
に安心して医療機関を受診できる環境を整えることが大切です。
　今後、実施に向けた準備を着実に進め、令和9年3月には対象の皆さまへ新しい受給者
証をお届けする予定です。手続き方法などについては、今後の市政だよりや市ホームペー
ジなどで、分かりやすくお知らせしてまいります。政治家は公約実現こそ命であります。
　これからも、このまちに生まれ育った子どもたちが、自らのふるさとに対し、これま
で以上の大きな愛情と誇りを持てる「夢ある新しい岡崎」の実現に向け、この支援が保
護者の皆さまの安心の支えとなるよう、引き続き全力で取り組んでまいります。

　9月19日㈯から始まる愛知・名古屋2026大会。アジア
最大のスポーツの祭典を運営・開催するには、多くの人
の支えが必要です。そうした中、ボランティアは、大会
運営を支えるだけでなく、各国の人々と直接ふれあい、
大会の印象を作る重要な存在です。
　「ボランティア活動はなくてはならない人生の一部」と
話すのは愛知・名古屋2026大会にボランティアとして
参加する中根誘子さん。中根さんはボランティアの魅力
を「仲間の輪を広げることができる」点だと話します。
「ボランティアに参加する人は性別や年齢、人生経験に
いたるまで様々です。従事する競技に詳しい人、全く知
らない人も同じチームでボランティアをすることになる
ため、これまで知らなかった新たな魅力や知識が得られ
るのがとても楽しいです」。実際に、今までも全く知識
のない分野のボランティアに従事することもあり、その
経験が新たな興味につながり、さらに新しい分野のボラ
ンティアに挑戦するなど楽しく活動を続けることにつな




